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彙　報
2017年 4 月　東アジア文化研究科　第 7年目　開講
	 担当専任教員
	 　【東アジアの言語と表象】　内田慶市、中谷伸生、奥村佳代子
	 　【東アジアの思想と構造】　吾妻重二、陶徳民、二階堂善弘
	 　【東アジアの歴史と動態】　藤田高夫、篠原啓方、池尻陽子
	 院生
	 博士後期課程　春学期入学生　　 7名　　秋学期入学生　 8名
	 博士前期課程　春学期入学生　　21名　　秋学期入学生　 9名
吾妻2017年 4 月13日、14日
　2017年度論文構想発表会　博士後期生 5名が博士論文に向けて、博士前期生 8名が修士論文に向けて
論文構想発表会を行った。
2017年 9 月11日、12日
　ローマ大学サピエンツア（イタリア）において、関西大学及び北京外国語大学（中国）、嶺南大学（韓
国）、ローマ大学サピエンツア（イタリア）の院生による「2017年度日中韓伊院生フォーラム」が開催さ
れ、東アジア文化研究科の博士後期課程の31名が研究発表を行った。
2017年 9 月28日、29日
　2017年度論文構想発表会　博士後期生 1名が博士論文に向けて、博士前期生19名が修士論文に向けて
論文構想発表会を行った。
2017年11月
　文部科学省平成29年度「ブランディング事業」が採択された。
2017年11月30日、12月 1 日
　2017年度関西大学大学院「院生合同学術研究大会」が開催され、東アジア文化研究科の院生13名が研
究発表を行った。開会に際しては大妻女子大学の松村茂樹教授による招聘講演「日中文化交流研究のお
もしろさ」が行われた。
2017年12月11日、12日
　関西大学以文館 4 Fセミナースペースにおいて、関西大学及び北京外国語大学（中国）、嶺南大学（韓
国）、ローマ大学サピエンツア（イタリア）の院生による「2017年度日中韓伊院生フォーラム」が開催さ
れ、東アジア文化研究科の博士後期課程の 7名、前期課程 8名が研究発表を行った。
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2018年 3 月11日、12日
　北京外国語大学において、北京外国語大学（中国）、関西大学（日本）、嶺南大学（韓国）の院生によ
る「中日韓伊研究生論壇2018」が開催され、東アジア文化研究科文化交渉学専攻の博士後期課程生12名、
前期課程生13名が研究発表を行った。
2018年 3 月22日
　課程博士 5名の博士（文化交渉学）の学位を取得した。
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投 稿 規 程
※2012年改訂版
1 ．適用の範囲
　この規程は，関西大学東アジア文化研究科紀要『東アジア文化交渉研究』（以下『紀要』）へ
の投稿について適用する。
2 ．掲載の範囲
　『紀要』には，論考，研究ノート，訳注，書評その他の情報を掲載する。
3 ．原稿の募集について
⑴　原稿の締め切りは毎年11月末日とする。
⑵　原則として，各号に 1 論文（刷り上り20ページ程度）とする。
⑶　同一テーマで，毎号継続して掲載することも可能だが，他の投稿希望者が多い場合は，次
号に回すこともありうる。
⑷　執筆者には抜刷30部を配布する。なお，それ以上については，執筆者の自己負担とする。
4 ．投稿者の資格
　下記の⑴～⑷とする。⑵⑶については，投稿に際して東アジア文化研究科専任教員の推薦を
必要とする。
⑴　東アジア文化研究科の専任教員，授業担当者
⑵　東アジア文化研究科の大学院生および卒業生
⑶　本学専任教員および他の研究機関所属の研究者，大学院生
⑷　編集委員会から寄稿を依頼された者
5 ．投稿原稿
⑴　これまで他の学術誌に掲載されていないもの，投稿時点で他誌に投稿中でないものに限
る。口頭発表を経たものは，その旨明記する。
⑵　原稿料の支払い，掲載料の徴収は行わないが，特殊な印刷や翻訳については別途実費負担
を求める場合がある。
6 ．掲載論文について
⑴　東アジアにおける文化交渉研究に学術的に寄与しうるものとする。
⑵　「4．投稿者の資格」⑵⑶に該当するものについては，編集委員会が依嘱する査読委員を通
じて審査のうえ，当編集委員会が最終的に採否を決定する。また採否にかかわらず，原稿（フ
ロッピー，CD-ROM，図版など）は返却しない。
7 ．電子化による公開
　『紀要』に掲載された論文，資料等は，基本的にすべて，国立情報学研究所によって電子化・
公開すること，関西大学学術リポジトリに登録することを許諾したものとする。
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執筆要領
※2012年改訂版
1 ．基本事項
⑴　内容
　東アジアの文化交渉にかかわる論考，研究ノート，資料紹介，書評その他
⑵　使用言語および字数
　日本語：20,000字程度
　中国語：20,000字程度
　英　語：約4,000語
　その他の言語：事前に連絡すること。
　図表がある場合もなるべくこの範囲内に収める。
⑶　要旨，キーワード，タイトル，氏名
　①英語による要旨を150語程度で書く。
　②要旨のあとにキーワードを日本語および英語で各 4 ～ 5 語つけ加える。
　③論文タイトルおよび執筆者氏名の英語表記を明記する。
　④掲載許可等の著作権処理は投稿者が行い，申請するときは，国立情報学研究所による電子
化・公開についての許諾も得ること。
2 ．原稿の体裁
⑴　原稿は，プリントアウトした原本1部と記録媒体（フロッピーディスク他）を同時に提出す
る。その場合，使用ソフトの種類，ヴァージョン等を明記すること。
⑵　図表・画像は本文中に組み込まず，別ファイルを作成すること。ただし，打ち出し原稿に
割り付け位置，図表・画像のキャプションの指示を行うこと。
3 ．原稿の書式
⑴　原則としてWord 文書で作成すること。A4横書，1行40字を標準，本文のフォントサイズは
10.5ポイントとする。
⑵　読点は「、」ではなく「,」とする。
⑶　注は脚注方式を採用。注番号は全角の「1，2，3・・・」の数字を使うこと。脚注のフォン
トサイズも本文と同様。
⑷　文献に関しては参照文献リストをつけず，各論文の脚注のみとする。
　例）滋賀秀三『中国家族法の原理』（創文社，1967年），153頁。
　　　松浦章「清国輪船招商局汽船の日本航行」（『関西大学東西学術研究所紀要』第39号），32頁。
⑸　分節化の符号として，章は一，二，三，節は1，2，3を使用。なお，原則として冒頭は「はじ
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めに」，文末は「おわりに」で統一する。
⑹　年の表記は，「1911（明治44）年」，「宣統3年（1911）」のように和暦と西暦を併記する。
⑺　本文中の算用数字は半角とする。
⑻　資料の引用は本文に対して二字下げとする。ただし，ファイル上ではスペースを打ち込ま
ず，インデント処理とする。
⑼　漢字は現代仮名づかいにより，原則として常用漢字の範囲で書く。ただし，旧漢字を使用
しなければならない場合はこの限りではない。外字に関しては，文書ファイルで■（黒い四
角）を入力した後，打ち出し原稿に当該文字を朱書すること。
⑽　欧米人の名前は文中での初出の際，「ウィルソン（Thomas Woodrow Wilson）大統領」の
ように，丸括弧の中に欧文原名を示す。
4 ．著作権
⑴　紀要に掲載された論文等の著作権は，著者及び翻訳者に帰属する。
⑵　著者及び翻訳者は，紀要への掲載をもって，関西大学大学院東アジア文化研究科に対して
無償で著作物の複製権（著作権法第21条）及び公衆送信権（同法第23条）を許諾し，かつ，
本研究科が第三者に対してそれらの権利を再許諾することについて同意するものとする。 
5 ．その他
審議を要する事項は，編集委員長が同委員会に諮り定める。
○原稿締め切り
　提出締め切り等，詳しくは下記の連絡先にお問い合わせください。
　原稿は査読を行ったうえで採否を決定します。
○提出先
　関西大学大学院東アジア文化研究科
　〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35
　E メール：jeac@ml.kandai.jp
○提出方法
　原稿の電子データをＥメールに添付，またはCD-ROM で提出してください。
　なお，打ち出し原稿をあわせてお届けください。
田 野 村 　 忠 　 温 大阪大学大学院文学研究科教授
王 娟 厦門大学嘉庚学院副教授
ガブリエレ・トラ 関西大学大学院東アジア文化研究科・日本学術振興特別研究員（PD）
盧 驍 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
張 淑 婷 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
彭 強 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
余 雅 婷 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
奥　村　佳代子 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・外国語学部教授
猪 　 瀬 　 あ ゆ み 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
カラヴァエヴァ・ユリヤ 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
中 谷 伸 生 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・文学部教授
西 田 周 平 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
笹 川 慶 子 関西大学大学院文学研究科担当教員・文学部教授
吾 妻 重 二 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・文学部教授
李 瑩 広東工業大学専任講師
ジェレミー・ウッド 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
王 君 強 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
黄 逸 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
王 海 厦門大学日本語学科助理教授
蘇 浩 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
原 田 喜 子 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
畑 野 吉 則 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
陳 琳 琳 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
周 艶 君 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
索 南 卓 瑪 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
董 伊 莎 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
李 寧 中央財経大学当代書法研究センター副主任
曹 悦 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
孔 颖 浙江工商大学東方言語文化学院副教授
松 浦 　 章 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・文学部名誉教授
何 娟 娟 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
呉 征 涛 関西大学大学院東アジア文化研究科文化交渉学専攻博士後期課程
陳 其 松 厦門理工学院日本語学科助教授
劉 平 復旦大学歴史系教授
孙 玉 杰 安徽省亳州市風華中学上級教師
二 階 堂 　 善 　 弘 関西大学大学院東アジア文化研究科担当教員・文学部教授
田 世 民 国立台湾大学日本語文学系所副教授
執筆者一覧
榧 木 亨 関西大学東西学術研究所非常勤研究員、北京大学哲学系高級進修生

あとがき
　本誌『東アジア文化交渉研究』第11号に、東アジアの言語と表象、東アジアの思
想と構造、東アジアの歴史と動態の3つの分野から計36本の論考・研究ノート・書
評を収録した。この中、東アジア文化研究科の教員、大学院生以外に、中国、台湾、
日本の研究者から 9本の投稿を受け掲載することができた。
　東アジア文化研究科が創設され 7年目を迎え、3月 22日の博士学位授与式におい
て 5名の博士が誕生している。また、本学博士修了生で、世界の各地で活躍してい
る研究者からも投稿があり、充実した内容になったことは喜ばしい。彼らの活躍は
まことに頼もしく、学位を取得した後も、たゆまぬ努力を重ね、立派な研究者とし
て活躍している姿を見ることは、送り出したわれわれ教員にとっても感無量だとい
っておきたい。今後とも、彼らの研究が順調に深化して、大きく進展することを願
ってやまない。
　文化交渉学は、看板を掲げてまだ日の浅い研究分野であり方法でもある。新しい
学問が誕生するには、常に産みの苦しみが伴うものであるが、文化交渉学もやはり
同様の状況であり、指導する教員も、指導を受ける院生も共に試練のただ中にいる
といってよい。その意味でこの学問の将来は未知数だといわねばならないが、若い
世代を中心に、次々に成果が世に出ている状況を考えると、大きな期待を抱かされ
ることも事実である。既成の学問体系の専門性を踏まえながらも、そこから脱皮し
て、専門性を失うことなく、新しい研究分野を開拓してゆくことは、国際化が進む
世界の学問に一石を投じることになろう。
　諸賢の御叱正を願う次第である。
	 （中谷伸生 記）
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1 ）本書に掲載された論文等の著作権は、著者及び翻訳者に帰属します。
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